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只
の① 5 式 = - 6 t83

凸

② 与式 =

2 ( 5 x - ) - 3 (x - y)
6

y

=

10 x- 3x +3562y

=

17 x ty

mm

③ 与 式
= 8ab × ( - 3 a )

- 2 a
3 b

2

恐b
④ 与式 =

2β - 3√ 6 *最酒 ☆問
= - √6
mw

= 26

(2 ) 男子 のスキ ー 経験者 は ⑤ a 人

) 合 わせて
女子 のスキ ー 経験者 は 出 b 人 35人

よって 5at 4 b = 35



これを b につて 解 くく

山 b = - Ba + 35

b = - 5 at 4
～

( 3 ) x の 増 加 : → として考えてみる3

ア : x = ⇒ y -- 3

2 減少
x⇒ 9

ィ : x = 1 ⇒ y = - 3 □ 増加
x= ⇒3 y = -

1

ウ : x = 1 ⇒ y =
- 2

2 増 カワ
x = 3 ⇒ y = 0

ェ = x = 1 ⇒ y = - 3

x = 3 ⇒ y =
- 9

↓ 減少

よて x の 値 が増 加 したとき Y の 値 が 減少 する

グラフはアエ
m

( 4)
.

x
'

t 2x - 14 = 0
2
- 14 を 石辺 に

x + 2 x = 14 移タ 項

x
5
t 2x t ( = 14 12 両辺 + 1



(x + 1 )
×

= 15

x + 1 = ± 75
: . x = - 1±
mmmm

x ' t 2 x t ① = (x to )
"

の F にしたり
～

←
2 × 上

∴ 0 = 1 ⇒xt 2xt 1 となれば 良い
よて

っx ← 2 x = 14 の 両辺 にいをすれば
っx + 2x+ 1 =14
～

～ ) 。 5

( 5 )
ィ

Y
Y = - 3 x

で x = 1 を 代入 すると

よ
, て A ≤ x ≡ 1 で Y の 変域 が.(
Y = 33

O ≡ Y ≤ 12 となるにはは

A が 負 の 数 が 必要である

> x y = 3 x によいて Y = 12 のとき
?

12 = 3x
2

"
2

x
2
= 4 ⇒ x = ± 2

.

よ , て x の 変域 は

- 2 ≡ Y ≡ 1 ∴ a = - 2
m m～

a



( 6 )

∠ BDA = 180- 900 -34)
～ = 56～

仮定 より ∠ BCE = 56
”

なので

) 340 (560 ∠ BDA = LBCE

8001000 八 円 周角 の 定理 の 逆 より

5634 A
.
B

.

C
.
D は 同一 円周エ

ーへ

へ にある
。

、

DABCD は 円 に 内接 するので 向 が 合 う 角 の 和 は

180
”

である 。 よってて

∠ BAD + LBCD = 1800
~～

: CBCD =90090mmm

よって

IACD =∠ BCD - LBCA

= 90- 560
= 340
m

一直線 の 角 は 180 ” なの

LCED = 1800 - 800

= 1000
～～

よ 。 て ∠ CDE で 三角形 の 内角 の 和 は 180
” だから

∠ CDE = 1800 - ( 34 + 100 )
= 4m



( 7 ) ← ストグラムより
200 ～ 210 cm ⇒ 8 人

210 ～ 220 cm ⇒ 13 人

220 ～ 230 cm ⇒ 9 人

よて 200 ～ 230 cm の 生従 は
8 + 13 t 9 = 30 人

中学 3 年生 の 生徒 は 50 人 なので 200 ～ 230 cm の

生徒 の 割合 は

⑩ × 100 = 6%

( 8 )

心
X
:

右PX
…

…

…
…し

の CBAC の = 等分線 を 作国
⇒ = 等分線 上 は ABAC からの 距離 が等 い

② AB の 垂直 等分線 を作国
⇒ 垂直 =等分線上は A. B からの距離 が 等 しい

③ ①
.
② の 交点 が 点 P である 。



②
( 1 ) 右 上 の 数 は x = 2

.
左 下 の 数 は C + 3 ,

右 下 α 数 は x t 5 と 表 されるので
( x + 2 ) (x + 3 )x (xt 5 )

= x
"

← 5 x + 6 - xー 5 x

= 6

したがって 右 ± の 数 と 左下 α 数 の 積 から

左 上 の 数 と 右下 の 数 の 積 を 引 くと 6 にな

( 2 )

0
It 3 t 3 t 3 + 3 + 2+2+ 2

= 1 + 3 × 4 t 2 × 3
～ m

(
5

t3
↑ ↑

5t3 5～ は
6+ 3

(+ 3

邰
よって m行目 n 列目 は

凸× 1 け 3 (m - 1
) ← 2 ( n - 1)

+2
.

= 1 t 3 m - 3 t 2 n - 2

= 3 m ± 2 m
- 4

～～

(3) 最 も 大 きい 数 を m 行 目 5 列 目 とする

m 行 目 ⇒ 9 + 3 (m - 1 ) = 3 m t 6 .

m - 1 行目 ⇒ 9 t 3 ( m - 1 - 1 ) = 9 + 3 ( m -2 )

= 3 m t 3
.

m - 2 行 目 ⇒ 9 t 3 (m - 2 - 1 ) = 9 t 3 ( m - 3 )
= 3 m



m - 3 行目 ⇒ 9 t 3 ( m - 3 - 2 ) = 9 t 3 ( m - 5 )

= 3 m - 3

よって
,
連続 して 並 んだ 4 つの 和 は

3mt 6 + 3 m + 3 ← 3 m t 3 m - 3

= 12 m + 6

これが 2 22 となるので

12 m t 6 = 222 ⇒ 12m = 216 : m = 18

よって 18 行目
～

(参考 )

1

1 2 3 459
2 t 3

2 2

: 2 +3: 9 + 3 (m - 1 )

m - 3
3 mt) - 3 = 3 m

m -
1

.)…***図ー
"

m - 2

ー 3 .
m ①連続 して 並 んだ 4 つの 数

"

(
q + 3 (m - 1 ) 3 m - 6 .1



③
( い ) さこ 3 を 2回投げたとき 出 る 目 は 6 × 6 = 36

通 りの
1 回目 に 出 た 目 を x

,

2 回 目 に 出 た 目 を Y とする
。

こまが進む 数 は xt 34
m

このとき
, こまが進 む 最大 の 数 は x = 6

.

y = 6

のときで
、

6 t 3 x 6 = 6 + 18

= 24
.

①⑩⑪ ⑤⑪⑥
① ⑤⑩

③回"の
④⑨1⑨② ③ ④

⑧

問
⑪

このうちりにこまが 止 まるのは , xt 3 y が 5 , 10 . 15 ,

20

のいずれかである
。

o x t 3 y = 5 のとき

y = 1 ⇒ x = 2 ⇒ 適 する

y = 2 ⇒ x = - 1 ⇒不適
よ 。 てい 通り
～



s x t 3 Y = 10 のとき

Y = 1 ⇒ x = 7 ⇒ 不適
y = 2 ⇒ x = 4 ⇒ 適 する

y = 3 ⇒ x = 1 ⇒ 適する

Y = 4 ⇒ x = - 2 ⇒ 不適
よって 2 通り
～

。 x t 3 y = 15 のとき
、

Y = 1 ⇒ x = 12

y = 2 ⇒ x = 9 } 不適
Y = 3 ⇒ x = 6

} 適する
Y = 4 ⇒ x = 3

Y = 5 ⇒ x = 0 ⇒ 不適
よって 2通り
～

. xt 3 y = 20 のとき

Y = 1 ⇒ x = 17

1y = 2 ⇒ x = 14 不適
y = 3 ⇒ x = い

Y = 4 ⇒ x = 8

Y = 5 ⇒ x = 5 } 適する
、

Y = 6 ⇒ x = 2

よて 2 通り
～

以上 よりこまがあによまるのは 1 + 2 + 2 + 2 =7通 り
。

ゆえに 求 める確率は



( 2 ) 1 回目 に 出 る 目 は ( ～ 6 のずれでも 良 い
2回目 に 出 る 目 が 5 α とき 1 回目 で 止 またこま

と 同 じエスにる
(例 ) x = 2 のとき x = 4 のとき

④ ②
の

①

③ の の

⑪ ② ③ ④⑤
① ⑪

⇒ 1 回目 う 2 回目でロ ⇒ 1 回 目 に団 2 回目 に

] にとまる 団 にとまる
。

したがって 1 回目 と 2 回目 で 異 なるマスに 止 まるには
、

2 回 目 のさいころの 目 が 5 以外 ( 1
,

2
,

3
,

4
.

6 )

であれば 良 い 。よて 求 める確率 は

意



毋
( )

OBPQ は 45 -45- 90 ~

の 直角 = 等辺三角形 なので

ニ
BP = PQ 一 の

"
) 450 また O BCD は BC = CD

の 直角 =等辺三角形 なので
ノ \

∠ DBC = 45
⇒

LPBR = 45

よって , O BPR も 45 -45 -

90 の直角三角形 なの

BP = PR - ②
① .② より

QR = PQ + PR ) ⇒ y = 2x
= 2 BP

BP = 3 cm より QR = 6 cm.
:

y = 6～

( 2 ) x = 3 x= 6

3 ≡ x ≤ 6 のとき
, P .

Q
.
R

0

Q
の 位置 は 左 の 通 り
x = 3 のとき CEBD の

交 点 を P
' とする 。

≈

QP にいて m
～州一ッー

QP 1 AP
'

より 同位角 が

ODQP C O DAP
'

に

おいて

等 しので



∠ DQP = ∠ DAP
ー
の ①

∠ DPQ = LDP
'

A ー②

①
.

② より 2 組 の

角

がそれぞれ 等 しいので
ODQP SO DAP

1

ここで

BP
'
= AP

'

で BP
'
= 3 より Ap = 3cm

DP
'
= 12 - 3 = 9 cm

DP = 12 - x cm
.

よって

DP : DP = QP :Amm
2 x 9 3

⇒ 9 Qp = 3 ( 12 - x )

: QP = BC 12 -xxm- 五

PR について
～

より BP = PR で BP = xcmよりPR =xcmm
～

以上 より

Y = ☆ ( 12 -x ) t x

= - Bxt x + 4

= 5 x ～
～



( 3 )

θ ≡ x ≡ 3 のとき

( ) よ=2x である
。 Y = 4 を 代入 して

4 = 2 x ⇒ x = 2
～～

3 ≡ x ≡ 6 α とき

(2) より y = 5 x t 4 である
。

Y = 4 を 代入 して

4 = 5 x t 4 ⇒ x = 0

これは 3 ≡ x ≡ 6 を 満 たさないので 不適

6 ≤ x ≤ 12 のとき

x= 6

P
.
Q

. R の 位置 は 左国
1

の 通 り
。

6 p忙 ⑱

Q
x = 6 のとき C CAD の

ー ー p
x～～12-x - 交 点

を A ' . C CBD の

交 点 を P
"

とする 、

oR
QP にい
～

(2 ) ⑦より x = 6 α とき

= ☆ ( 12 - 6 )Ap
"

= 2

また ODQPSO DAP
"

より

DP : D～ = QP :AP
12 - x 6 2



⇒ 6 QP = 2 ( 12 - x )

∴ QP = Bt 2-m

～

PR について
～

ODPR と ODP
"

C において

PR " P
"

C より 同 位角が 等 しいので
∠ DPR =∠ DP

"

C 一 ①

∠ DRP =∠ DCP
”

ー②
①

.

② より 2 組 の 角 がそれぞれ等 しいので

ODPR ∞ ODP
"

C

よっ て

bp : DP " =RP
p

'
C

可12 -x 6

6 PR = 6 [ 12-x
)PR = 12 - x
～

以上 より

y = ま ( ( 2 - x) + 12 - x

= - B x - x + 4 t 12

= - x + 16

これには = 4 を 代入 して

4 = - 4 x + 16



4 x = 12 ⇒ x = 9
m

したがて , Y = 4 を 満 たす x の 値 は
x = 2 , 9
～

⑤
( 1 ) 点 A は Y = ax " にあり 上x = 6 .

y = - 12 なので

12 = ax 6
.

36 = 12a ⇒
( 2 ) 点 B は Y = 2x

上

にあり .
x

= - 2 なので

Y = 2 × -2 )
2

= 8 ∴ BC - 2
,
8 )

A
, B を 通 る 直線 を Y =

xtm n とお c と
.

に欠関数では 傾 き = 変化 の 割合 なので
Y の 増加量

m = 。 A ( 6 , ( 2)、

x の 増加量
4

=

12 - 8
mB. 〉

6 - ( - 2 ) ( - 2 .

8 )
8

=

8
④

= 土
よって Y = 上 xtn で A ( 6 12 ) を 通 るので



12 = 146 tn ⇒ n = 9

∴ y = 1 x + 9
～～

( 3) 難問
点 C は 直線AB の 切 が
なので ( 2 ) より

c

( o , 9 ) D
C ( 0

,

9 )

⑪

0⑩ 線分 AB の 中点 をDwm
とすると D の x座標

x=
= 2

.

A ( x. は . ) . Blx 2 . y 2 )
の

中点 は

x 座標 =

x
.

t 7C =

座標=望2

O OAB と OO によて , 底辺 をそれぞれDB

AB DB とすると 高 さは 等 しので 面積比は
底辺比 と 等 し 。 AB : DB = 2 : 1 より
L OAB : O ODB = 2 : 1

.

⇒ 0 ODB は OOAB の 半分 である
。

: こで

OODB = OOBCTOODC
.

ー ①



ここで
,
D を 通 り Y軸 に

平行 な 直線 m をuw

c

( o , 9 ) D 直線 m と oA の 交点 を
n～

⑩

⑩

E とする
～λ

y = 2x
.

LODC と O OEC に
0 E

おいて 底辺 を OC とすると
、

⑧

OC 11直線 m であるから
2

.

OODC = 0 0 EC ー②
m

～～

面積 が 等 し…

よ
, て ①

.

② より

OODB = LOBCTO OEC Y* OOAB -I 00DB

直線 O A の 式 を y = mx とすると A ( 6 , 12 ) を通 る

ので

12 = 6 m ⇒ m = 2 : Y = 2
xmm

点 たは Y = 2 x 上 にあり x = 2 なので

Y = 2 × 2

= 4 : . E (

2
,
4)

.

よって 直線CE の 傾 き
。

( ( 0 , 9 ) 2

Y の 増 が加量 - 5
傾 き =

x の 増加量 E ( 2
,
4 )

r

= -5
mm



回
( い ) やや 難問

チ X
OABG CO CDH において

、

=

⑦ 0 平行四辺形 ABCD の
こ

0 2組 の 対辺 はそれぞれ
X X ∞

等 しから

AB = CD ー ①

AB 1 D C より 錯角 が 等 しから

LBAG =∠ DCH - ②

AD 1 BC より 錯角 が 等 しから
LAEB = LCBE ー ③

BE 11 F D より 同位角 が等 しから
L CBE = LCFD ー ④

③
.

④ より

LAEB = ∠ CFD - ⑤

平行四辺形 ABCD の 2 組 の 対角 はそれぞれ等 しい

から

∠ BAD =∠ DCB 一 ⑥

また

LABG = 180 ~ -LAEB-m～

LCDH = 180
'

- LCFD -LDCBTN
⑤

.

⑥ より

LABG =∠ CDH 一 回



①
. ②

.

⑦ より 1 辺 とその 両端 の 角 がそれぞれ
等 しいので

OABG ≡ 0 CDH (証明終 わり )
、

(2 ) 難問
ー の、ー②ー AE : ED = 2 = 1〉

I
し
0 ⑧

DEBFD は 2組 の 対辺0
一

沅、\-
0

、0
～

が平行 なので平行四辺形
。

コーー單ー よって ED = BF

: BF : FC = 2 : 1

BE 1/ F I より

BF : FC = GH : HC = EI : IC
～ Lmm

>s 、
⇒ a : b = cid = e : f

.

い

() より □ ABG ≡ LCDH より 対応 する 辺 の 長さは

等 しいから

AG=
□ ABCD = 20ADm



OACD= 3 0 ACE
ー
の、L

∞ - ～AcEcoAco

の
∞
～

それぞれ AE AD とすると

高 さは 等 しいので 面積比
は 底辺比 と等 しい

。

よて

OACE : LACD = 1 : 3

① ①×

①
～ Le

!

OIHC =④× D OACE

隣辺比
. m～

亟②
0
.

= 上 OACE
⇒ OACE = 120 IHC

以上 より

ロ ABCD = 2 0 ACD
～

= 2 × ( 3 OACE )
～～

= 60 ACE
～

= 6 × ( 120 IHC )
～～

= 72 0 IHC

ょって ABCD は OIH C の 72 倍
m



(参考 ) 隣 辺比 について

A

%ad
1 1
B C

LABC と OADE 1 つの 角でが共通 である
( 上 の 国 では ∠ A が 共通 である ) とき

OABC の 面積 : LADE の 面積 = b iax
=bad c

よて

OADE の 面積 = 「 OABC の面積d


